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(57)【要約】
【課題】屋外空気調和装置は、屋外に設置されるがゆえ
に、ケーシングの内部への水の流れ込みが課題である。
【解決手段】屋外空気調和装置１００は、一つのケーシ
ング１０の中に、圧縮機１と、熱源側熱交換器６と、第
１ファン７と、利用側熱交換器３と、第２ファン４と、
を収容している。ケーシング１０の天面には、熱源側熱
交換器６を通過した空気を、上方に向かって吹出す第１
吹出し口２９が形成されている。ケーシング１０には、
ケーシング１０の上から内部への水の流れ込みを抑制す
る排水路６１が、形成されている。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋外で使用される空気調和装置（１００）であって、
　圧縮機（１）と、
　熱源側熱交換器（６）と、
　前記熱源側熱交換器に空気を通すための第１ファン（７）と、
　利用側熱交換器（３）と、
　前記利用側熱交換器に空気を通すための第２ファン（４）と、
　前記圧縮機、前記熱源側熱交換器、前記第１ファン、前記利用側熱交換器、および、前
記第２ファンを収容するケーシング（１０）と、を備え、
　前記ケーシングの天面には、前記熱源側熱交換器を通過した空気を上向きに吹出す吹出
し口（２９）が形成されており、
　前記ケーシングには、前記ケーシングの上から内部への水の流れ込みを抑制する排水路
（６１）が、形成されている、
屋外空気調和装置。
【請求項２】
　前記ケーシングは、天板（１３）を有し、
　前記天板の天面は、前記ケーシングの天面であり、
　前記天板に前記排水路の一部となる穴もしくは切欠き（５７）が形成されている、
請求項１に記載の屋外空気調和装置。
【請求項３】
　前記天板には、前記排水路に水を導入するための傾斜面および／または溝が形成されて
いる、
請求項２に記載の屋外空気調和装置。
【請求項４】
　前記ケーシングは、鉛直方向に延びる支柱（１１ａ～１１ｄ）をさらに有し、
　前記支柱のうち、少なくとも１の支柱（１１ａ～１１ｃ）の内部に、前記排水路が形成
されている、
請求項２または３に記載の屋外空気調和装置。
【請求項５】
　前記支柱の内部の排水路は、前記ケーシング外に水を導くように構成されている、
　請求項４に記載の屋外空気調和装置。
【請求項６】
　前記支柱の少なくとも１の他の支柱（１１ｄ）には、前記排水路は形成されていない、
請求項４または５に記載の屋外空気調和装置。
【請求項７】
　前記排水路が形成されていない支柱に沿って、電気配線が配置されている、
請求項６に記載の屋外空気調和装置。
【請求項８】
前記支柱は、前記天板よりも上に突出している、
請求項４～７のいずれか１項に記載の屋外空気調和装置。
【請求項９】
　前記支柱には、前記熱源側熱交換器または前記利用側熱交換器で発生した水を排水する
ための第２の排水路（６２）が形成されている、
請求項１～８のいずれか１項に記載の屋外空気調和装置。
【請求項１０】
　前記屋外空気調和装置（１００）は、冷房運転、または、暖房運転を切り換えて運転可
能である、
請求項１～９のいずれか１項に記載の屋外空気調和装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　屋外で使用される空気調和装置。
【背景技術】
【０００２】
　利用側熱交換器、および、熱源側熱交換器を、一つの筐体に備えた、空気調和装置が知
られている。従来の空気調和装置は、一般に、室内の局部的空間の冷房、除湿などに用い
られていた。たとえば、特許文献１（特開２００６－２４２５１０号公報）は、凝縮器、
蒸発器を一つの筐体の中に備え、局所的な冷房と除湿を行うことを想定した空気調和装置
を開示している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　近年、屋外イベントは増加しており、屋外イベント会場や飲食店のテラス席等、屋外空
気調和装置の要望が高まってきている。屋外空気調和装置は、室外に設置して利用される
ために、雨水等屋外の水分が装置に多く流れ込むと、装置の運転に支障をきたす恐れがあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第１観点の屋外空気調和装置は、屋外で使用される空気調和装置である。空気調和装置
は、圧縮機と、熱源側熱交換器と、第１ファンと、利用側熱交換器と、第２ファンと、ケ
ーシングと、を備えている。第１ファンは、熱源側熱交換器に空気を通すためのものであ
る。第２ファンは、利用側熱交換器に空気を通すためのものである。ケーシングは、圧縮
機と、熱源側熱交換器と、第１ファンと、利用側熱交換器と、第２ファンとを、収容して
いる。ケーシングの天面には、吹出し口が形成されている。吹出し口は、熱源側熱交換器
を通過した空気を、上向きに吹出す。さらに、ケーシングには、排水路が形成されている
。排水路は、ケーシングの上から内部への水の流れ込みを抑制する。
【０００５】
　ここで、ケーシングとは、支柱と、底板と、天板と、を有していることが好ましい。
【０００６】
　また、ケーシングの内部とは、ケーシングに囲まれた空間のことであって、ケーシング
自体の内部を含まない。
【０００７】
　第１観点の屋外空気調和装置は、ケーシングに排水路が設けられているので、屋外に設
置され雨水が流れ込んでも、機器の内部への水分の侵入を抑制することができる。
【０００８】
　第２観点の屋外空気調和装置は、第１観点の空気調和装置であって、天板を有している
。天板の天面は、ケーシングの天面である。天板には、排水路の一部となる穴もしくは切
欠きが形成されている。
【０００９】
　第２観点の屋外空気調和装置は、天板に穴もしくは切欠きが形成されているため、より
効果的に、ケーシングの上から内部への水の流れ込みを抑制することができる。
【００１０】
　第３観点の屋外空気調和装置は、第２観点の屋外空気調和装置であって、天板には、排
水路に水を導入するための傾斜面および／または溝が形成されている。
【００１１】
　第３観点の屋外空気調和装置は、天板に傾斜面および／または溝が形成されているため
、より効果的に、ケーシングの上から内部への水の流れ込みを抑制することができる。
【００１２】
　第４観点の屋外空気調和装置は、第１観点～第３観点のいずれかの屋外空気調和装置で
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あって、ケーシングは、鉛直方向に延びる支柱をさらに有している。支柱のうち、少なく
とも１の支柱の内部に、排水路が形成されている。
【００１３】
　第４観点の屋外空気調和装置は、支柱の内部に排水路が形成されているため、効果的に
、ケーシングの上から内部への水の流れ込みを抑制することができる。
【００１４】
　第５観点の屋外空気調和装置は、第４観点の屋外空気調和装置であって、支柱の内部の
排水路は、ケーシング外に水を導くように構成されている。
【００１５】
　第５観点の屋外空気調和装置は、支柱の内部の排水路は、ケーシング外に水を導くので
、再びケーシングの内部に水が導入されることが無い。
【００１６】
　第６観点の屋外空気調和装置は、第４観点または第５観点の屋外空気調和装置であって
、支柱の少なくとも１の他の支柱には、排水路は形成されていない。
【００１７】
　第６観点の屋外空気調和装置は、排水路が形成されていない支柱があるため、そこに排
水路以外のものを配置できるスペースがある。
【００１８】
　第７観点の屋外空気調和装置は、第６観点の屋外空気調和装置であって、排水路が形成
されていない支柱に沿って、電気配線が配置されている。なお、ここで、支柱に沿ってい
るとは、支柱の内表面および外表面に沿っている場合だけでなく、支柱の内部を通ってい
る場合も含む。また、支柱に沿っているとは、電気配線の上下のパスが全て支柱に沿って
いる場合だけでなく、一部のパスが支柱に沿っている場合も含む。
【００１９】
　第７観点の屋外空気調和装置は、電気配線が配置されている支柱に排水路が形成されて
いないため、電気配線が排水によって影響を受けることが少ない。
【００２０】
　第８観点の屋外空気調和装置は、第４観点～第７観点のいずれかの屋外空気調和装置で
あって、支柱は、天板よりも上に突出している。
【００２１】
　第８観点の屋外空気調和装置は、支柱が天板よりも上に突出しているため、天板から排
水が支柱に流れ込む構成をとりやすい。
【００２２】
　第９観点の屋外空気調和装置は、第１観点～第８観点のいずれかの屋外空気調和装置で
あって、支柱には、第２の排水路が、さらに形成されている。第２の排水路は、熱源側熱
交換器または利用側熱交換器で発生した水を排水するために形成されている。
【００２３】
　第９観点の屋外空気調和装置は、発生場所、または、発生理由の異なる排水を分別して
流すため、排水の再利用や、異なる処理を容易に行うことができる。
【００２４】
　第１０観点の屋外空気調和装置は、第１観点～第９観点のいずれかの屋外空気調和装置
であって、冷房運転、または、暖房運転を切り換えて運転可能である。
【００２５】
　第１０観点の屋外空気調和装置は、冷房運転、または、暖房運転を切り換えて運転可能
であるため、長いシーズンの間利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】第１実施形態の屋外空気調和装置１００の冷媒回路を示す図。
【図２】第１実施形態の屋外空気調和装置１００の外観斜視図。
【図３Ａ】第１実施形態の屋外空気調和装置１００の内部の構成を示す斜視図。
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【図３Ｂ】第１実施形態の屋外空気調和装置１００の内部の構成を示す縦断面図。
【図４】第１実施形態の屋外空気調和装置１００の内部の構成と排水路を示す斜視図。
【図５Ａ】第１実施形態の天板１３と支柱１１ｂの組み立て前の構成を示す図。
【図５Ｂ】第１実施形態の天板１３と支柱１１ｂの組み立て後の構成を示す図。
【図５Ｃ】第１実施形態の支柱１１ｂにおける排水路６１および第２の排水路６２を示す
図。
【図６】第１実施形態の屋外空気調和装置１００の第２の排水路６２を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　＜第１実施形態＞
　（１）屋外空気調和装置１００の冷媒回路の構成
　第１実施形態の屋外空気調和装置１００の冷媒回路を図１に、外観の斜視図を図２に示
す。本実施形態の屋外空気調和装置は、屋外に配置され、ヒートポンプを用いて、屋外の
暖房、冷房、除湿などを行う空気調和装置である。ここで、屋外とは、外気にさらされる
空間を意味する。たとえば、公園、野外競技場など、屋根の無いところの場合もあれば、
屋根がある戸外空間、東屋や、ベランダのような場所であってもよい。
【００２８】
　屋外空気調和装置１００は、冷房、または、除湿のみを行う冷房専用機であってもよい
。屋外空気調和装置１００は、暖房のみを行う、暖房専用機であってもよい。屋外空気調
和装置１００は、冷房、除湿に加えて、暖房を行う、空気調和装置であってもよい。
【００２９】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、図１に示すような冷媒回路全体を一つのケー
シングの中に含む、空気調和装置である。屋外空気調和装置１００は、図１に示すように
、圧縮機１、アキュムレーター８、四方切換弁２、利用側熱交換器３、膨張弁５、熱源側
熱交換器６を備えている。これらの機器は、配管で接続され、冷媒は各機器を循環して、
蒸気圧縮式の冷凍サイクルが行われる。屋外空気調和装置１００は、さらに、利用側熱交
換器３、熱源側熱交換器６にそれぞれ空気を送る第２ファン４、第１ファン７を備えてい
る。つまり、本実施形態の利用側熱交換器３、熱源側熱交換器６は、ともに、冷媒と空気
で熱交換を行う熱交換器である。
【００３０】
　冷房、除湿の場合は、利用側熱交換器３、熱源側熱交換器６は、それぞれ冷凍サイクル
の蒸発器、凝縮器として機能する。暖房の場合は、利用側熱交換器、熱源側熱交換器は、
それぞれ凝縮器、蒸発器として機能する。冷房と暖房は、四方切換弁２の切換により冷媒
の流れを変更することにより、行われる。屋外空気調和装置１００が冷房専用機である場
合には、四方切換弁２は不要である。屋外空気調和装置１００が暖房専用機である場合に
は、デフロスト運転のために、四方切換弁２を備えていてもよい。
【００３１】
　屋外空気調和装置１００において用いる冷媒としては、たとえば、Ｒ３２単体、Ｒ３２
を含む混合冷媒である。Ｒ３２を含む混合冷媒の例としては、Ｒ４５２Ｂ、Ｒ４１０Ａ、
Ｒ４５４Ｂ、ＨＦＯ混合冷媒である。Ｒ４５２Ｂは、Ｒ３２が６７．０ｗｔ％、Ｒ１２５
が７．０ｗｔ％、Ｒ１２３４ｙｆが２６．０％である。Ｒ４１０Ａは、Ｒ３２が５０ｗｔ
％、Ｒ１２５が５０ｗｔ％である。Ｒ４５４Ｂは、Ｒ３２が７２．５ｗｔ％、Ｒ１２３４
ｙｆが２７．５ｗｔ％である。ＨＦＯ混合冷媒としては、ＨＦＯ－１１２３が４５．０ｗ
ｔ％、Ｒ３２が５５．０ｗｔ％のものや、ＨＦＯ－１１２３が４０．０ｗｔ％、Ｒ３２が
６０．０ｗｔ％のものがある。
【００３２】
　（２）屋外空気調和装置１００の各機器の配置
　屋外空気調和装置１００の外観の斜視図を図２に、化粧板、一部の支柱等を取り除いて
、主な内部の構成を表示した斜視図、縦断面図を図３Ａ、３Ｂに示す。
【００３３】
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　本実施形態の空気調和装置１００では、ケーシング１０の中に、圧縮機１、熱源側熱交
換器６、利用側熱交換器３、第１ファン７、第２ファン４、電装品（図示せず）が収容さ
れている。ケーシング１０は、水平断面が、略正方形の直方体形状を有している。水平断
面は、多角形、長方形であってもよい。円形であってもよい。ケーシング１０は、４本の
支柱１１ａ～１１ｄと、天板１３と底板１２とを有している。またケーシング１０の内部
の空間は中間板１４、１６およびドレンパン１５、１７によって仕切られている。４本の
支柱１１ａ～１１ｄは、上面視水平な正方形の四隅に、鉛直に配置されている。天板１３
、底板１２、および中間板１４、１６およびドレンパン１５、１７は、４本の支柱１１ａ
～１１ｄに固定されている。
【００３４】
　４本の支柱１１ａ～１１ｄのうち一の支柱１１ｄの内部または周辺には、冷媒配管、電
気配線が集中的に配置されている。つまり、屋外空気調和装置１００の上下を繋ぐ冷媒配
管、電気配線は、４本の支柱に均等、または均等に順ずる形で分配して配置されているの
ではなく、一の支柱１１ｄに、他の支柱よりも多くの冷媒配管、電気配線が配置されてい
る。
【００３５】
　天板１３の中央部には、円形の開口である第１吹出し口２９が形成されている。
【００３６】
　ケーシング１０の外側の４側面２０ａ～２０ｄには、上化粧板２０１、下化粧板２０２
が取り付けられている。化粧板２０１、２０２はそれぞれメッシュ状に多数の孔が形成さ
れており、孔を通じて空気が流通可能になっている。
【００３７】
　ケーシング１０の内部には、上から順に、第１ファン７、熱源側熱交換器６、第２ファ
ン４、利用側熱交換器３、圧縮機１が配置されている。第１ファン７は、熱源側熱交換器
６に空気を流通させる。第２ファン４は、利用側熱交換器３に空気を流通させる。底板１
２とドレンパン１７の間には、圧縮機１だけでなく、アキュムレーター８、ドレン水を集
めるためのタンク（図示せず）、電装品（図示せず）も配置されている。
【００３８】
　底板１２のさらに下には、４つのキャスターが取り付けられている。したがって、屋外
空気調和装置１００は、移動可能である。
【００３９】
　第１ファン７は、プロペラファンである。ターボファン、シロッコファンであってもよ
い。第１ファン７は、天板１３の中央部の第１吹出し口２９から上方に空気を排出できる
ように取り付けられている。第１ファン７は、第１モータ７ａによって駆動される。天板
１３の第１吹出し口２９にはメッシュ状の板２２が配置されている。
【００４０】
　熱源側熱交換器６は、冷媒を流通させる伝熱管と、冷媒と空気との熱交換を促進する金
属製フィンを含んでいる。熱源側熱交換器６は、ケーシング１０の４側面２０ａ～２０ｄ
の全ての面に配置されている。冷媒は、すべての面を通過させる必要は無い。たとえば、
２側面２０ａ～２０ｄごとに２つに分離して、冷媒を分配して流通させてもよい。また。
必ずしも４つの面全てに熱源側熱交換器６を配置しなくてもよい。３つの面、２つの面、
１つの面だけに配置してもよい。
【００４１】
　第２ファン４は、ターボファンである。プロペラファン、シロッコファンであってもよ
い。第２ファン４は、ドレンパン１５と中間板１６の間に、ドレンパン１５の中央部に吊
り下げるように取り付けられている。第２ファン４は、第２モータ（図示せず）で駆動さ
れる。第２モータは、第１ファン７のモータ７ａと別のモータで駆動され、独立に制御可
能である。
【００４２】
　利用側熱交換器３は、冷媒を空気と熱交換させながら流通させる伝熱管と、冷媒と空気
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との熱交換を促進する金属製フィンとを含んでいる。利用側熱交換器３は、ケーシング１
０の４側面２０ａ～２０ｄの全ての面に配置されている。冷媒は、すべての面を通過させ
る必要は無い。たとえば、２側面２０ａ～２０ｄごとに２つに分離して、冷媒を分配して
流通させてもよい。また、必ずしも４つの側面２０ａ～２０ｄ全てに利用側熱交換器３を
配置しなくてもよい。３つの面、２つの面、１つの面だけに配置してもよい。
【００４３】
　電装品（図示せず）は、圧縮機１と同様に、支柱１１ａ～１１ｄと、底板１２と、ドレ
ンパン１７とで囲われる空間に配置されている。電装品は、他の場所に配置されていても
良い。電装品は、制御部の一部である。制御部は、圧縮機モータ、ファンモータ、膨張弁
などを制御する。電装品は、回路基板等の電子機器を含んでいる。
【００４４】
　（３）屋外空気調和装置１００における空気を流す構成と、空気の流れの説明
　（３－１）利用側熱交換器３側の空気の流れ
　図面を参照して、利用側熱交換器３側の空気の流れを詳細に説明する。図３Ａ、３Ｂに
は、本実施形態の屋外空気調和装置１００における、主な空気の流れを矢印で示している
。
【００４５】
　第２ファン４が運転されると、空気は、屋外空気調和装置１００の外部、４側面２０ａ
～２０ｄの利用側熱交換器３の前面から、化粧板２０２を介して、中間板１６とドレンパ
ン１７の間の空間に取り込まれる。空気は、利用側熱交換器３を通過し、利用側熱交換器
３において、冷媒と熱交換を行う。冷媒によって加熱または冷却された空気は、第２ファ
ン４を通過し、ドレンパン１５と中間板１６の間の空間において４側面２０ａ～２０ｄに
設けられた第２吹出し口３１ａ～３１ｄから外の空間に、横方向に吹出される。ここで横
方向とは、水平方向±３０°で定義する。本実施形態の屋外空気調和装置１００は、図２
に示すように、フラップ４０２を有している。フラップ４０２は、水平方向±３０°より
広い角度で風向を変更することができる。吹出し口３１ａ～３１ｄは、ケーシング１０に
形成された穴である。吹出し口３１ａ～３１ｄには、フラップ４０２が配置されている。
フラップ４０２は、風向を上下に変更することができる。ケーシング１０の側面２０ａ～
２０ｄのうち特定の側面だけ、フラップ４０２を全閉にし、特定の数の特定の方向だけ、
空気の吹出しを封止することもできる。
【００４６】
　（３－２）熱源側熱交換器６側の空気の流れ
　第１ファン７が運転されると、空気は、屋外空気調和装置１００の外部の、熱源側熱交
換器６が配置されている前面から、化粧板２０１を経由して、中間板１４とドレンパン１
５の間の空間に、取り込まれる。つまり、外気は、ケーシング１０の４側面２０ａ～２０
ｄにおいて、取り込まれる。外部から取り込まれた空気は、熱源側熱交換器６を通過して
、冷媒と熱交換を行う。冷媒によって、加熱または冷却された空気は、屋外空気調和装置
１００の内部で第１ファン７、天板１３の中央の第１吹出し口２９を通過して、屋外空気
調和装置１００の外の上部に、上向きに吹出される。
【００４７】
　（４）屋外空気調和装置１００の排水路について
　（４－１）ケーシング１０の天面の上部から流れ込む水の排水について
　本実施形態の屋外空気調和装置１００の排水路について、図面を用いて説明する。図４
は、屋外空気調和装置１００の内部構成および排水路が判り易いように、部品を適宜選別
して描いた図であり、図５Ａ～５Ｃは、天板１３または支柱１１ｂにおける排水路６１を
示す図である。
【００４８】
　排水路６１は、冷媒配管や電気配線の集中している支柱１１ｄには配置されておらず、
他の３本の支柱１１ａ～１１ｃのいずれか１以上または全てに配置されている。第２の排
水路６２も同様である。
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【００４９】
　屋外空気調和装置１００は、屋外に設置されるため、降雨等により、天板１３には水が
溜まる。図５Ａまたは図５Ｂに示すように、天板１３の端部には、壁５６が形成されてお
り、水は、この壁５６によってガイドされる。図５Ａおよび図５Ｂに示すように、天板１
３の端は、支柱１１ｂの内面板５２の上下の切れ目に差し込まれている。この天板１３の
支柱１１ｂに差し込まれる部分で、天板１３の壁５６には、切欠き５７が形成されている
。屋外空気調和装置１００の外部から天板１３の上に到達した水は、切欠き５７を経由し
て、支柱１１ｂ内の排水路６１に流れ込む。支柱１１ｂの排水路６１を流れた水は、支柱
１１ｂの下に排水される。
【００５０】
　（４－２）ドレンパン１５に溜まる水の排水について
　ドレンパン１５に溜まる水の排水について、図面を用いて説明する。図６は、ドレンパ
ン１５に溜まる水の排水経路を示す図である。
【００５１】
　ドレンパン１５より上で、かつ、中間板１４の下の空間には、熱源側熱交換器６が配置
されている。したがって、ドレンパン１５には、熱交換器６からの水、熱交換器６を包含
する空間から発生する水、この空間に外部から流れ込む水などが溜まる可能性がある。本
実施形態の屋外空気調和装置１００は、図６の矢印で示すように、ドレンパン１５に溜ま
った水を排水する第２の排水路６２を有している。図６に示すように、ドレンパン１５も
、端部の壁５３に切欠き５４を有しており、そこから支柱１１ｂの第２の排水路６２に水
が流れるようになっている。本実施形態では、支柱１１ｂの第２の排水路６２に流れた水
は、第２ドレンパン１７に流れ込むように構成されている。第２ドレンパン１７に流れ込
んだ水は、屋外空気調和装置の内部で再利用されたり、タンクに蓄えられたり、ケーシン
グ１０の外に排水されたりする。
【００５２】
　支柱１１ｂは、図５Ｃに示すように、内部が分割されて、第１の排水路６１と第２の排
水路６２が形成されている。第１の排水路６１は、天板から支柱１１ｂの下まで水を流す
。第２の排水路６２は、第１ドレンパン１５から第２ドレンパン１７まで、水を流す。第
１の排水路６１と第２の排水路６２とは、別々に水を流すことができる。
【００５３】
　（５）特徴
　（５－１）
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、一つのケーシング１０の中に、圧縮機１、熱
源側熱交換器６、利用側熱交換器３、第１ファン７、第２ファン４を備えている。ケーシ
ング１０の天面には、吹出し口２９が形成されている。吹出し口２９は、熱源側熱交換器
６を通過した空気を、上向きに吹出す。さらに、ケーシング１０には、排水路６１が形成
されている。排水路６１は、ケーシング１０の上から内部への水の流れ込みを抑制する。
【００５４】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、屋外での使用を想定している。屋外では、特
に雨天時に、ケーシング１０の上から雨水の流れ込みが想定される。水が装置の中に入る
と、装置の運転に支障をきたす恐れがある。装置の運転に支障をきたすとは、例えば電子
機器が水により損傷することや、流れ込んだ水が空気調和装置から想定外の場所へ飛散さ
れてしまうことである。ここでいう電子機器とは、たとえば、電装品に含まれる制御基板
と、圧縮機モータと、ファンモータとを含む。
【００５５】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、ケーシング１０に排水路６１が設けられてい
るので、屋外に設置された屋外空気調和装置１００に雨水が流れ込んでも、機器の内部へ
の水分の侵入を抑制することができる。ここで機器の内部とは、電子機器の内部を意味す
る。具体的には、電装品の内部や、圧縮機モータの内部、ファンモータの内部等を意味す
る。
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【００５６】
　（５－２）
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、天板１３を有している。天板１３の天面は、
ケーシング１０の天面である。天板１３には、壁５６によって、外部から流れ込んだ水が
溜められるようになっている。そして、この天板１３の壁５６には、支柱１１ａ～１１ｃ
と接続する部分に排水路６１の一部となる切欠き５７が形成されている。
【００５７】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、天板１３に切欠き５７が形成されているため
、天板１３に溜まった水を円滑に支柱１１ａ～１１ｃへ排水し、機器の内部への水の侵入
を抑制することができる。
【００５８】
　（５－３）
　本実施形態の屋外空気調和装置１００においては、ケーシング１０は、鉛直方向に延び
る支柱１１ａ～１１ｄをさらに有している。支柱１１ａ～１１ｄのうち、少なくとも１の
支柱１１ａ～１１ｃの内部に、排水路６１が形成されている。
【００５９】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、支柱の内部に排水路が形成されているため、
ケーシング１０の上から内部への水の流れ込みを防止することができる。
【００６０】
　（５－４）
　本実施形態の屋外空気調和装置１００においては、支柱１１ａ～１１ｃの内部の排水路
６１は、ケーシング１０の外に水を導くように構成されている。
【００６１】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、支柱１１ａ～１１ｃの内部の排水路６１は、
ケーシング１０外に水を導くので、再びケーシング１０の内部に水が導入されることが抑
制される。
【００６２】
　（５－５）
　本実施形態の屋外空気調和装置１００においては、支柱１１ａ～１１ｄの少なくとも１
の他の支柱１１ｄには、排水路６１は形成されていない。
【００６３】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、排水路６１が形成されていない支柱１１ｄが
あるため、そこに排水路６１以外のものを配置できるスペースがある。具体的には、電気
配線や冷媒配管などである。排水路６１と冷媒配管が分けられるので、これらが熱的に干
渉する恐れが少ない。また、排水路６１に水漏れが合った場合などに、電気配線に悪影響
を及ぼす恐れも少ない。
【００６４】
　（５－６）
　本実施形態の屋外空気調和装置１００においては、支柱１１ａ～１１ｄは、天板１３よ
りも上に突出している。
【００６５】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００においては、支柱１１ａ～１１ｄが天板１３より
も上に突出しているため、天板１３から排水が支柱１１ａ～１１ｃに流れ込む構成をとり
やすい。
【００６６】
　（５－７）
　本実施形態の屋外空気調和装置１００においては、支柱１１ａ～１１ｃには、第２の排
水路６２が、さらに形成されている。第２の排水路６２は、熱源側熱交換器６または利用
側熱交換器３で発生した水を排水するために形成されている。
【００６７】
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　特に本実施形態においては、熱源側熱交換器６の下に、吹出し口３１ａ～３１ｄが配置
されている。そこで、熱源側熱交換器６の周囲の空間に発生、または流入した水が、制御
されずに、下部に流されると、吹出し口３１ａ～３１ｄから水が吹出されて、ユーザーに
不快感を与える恐れがある。これに対して、本実施形態の屋外空気調和装置１００は、第
２の排水路６２を備えているので、ユーザーにこのような不快感を与える恐れが少ない。
【００６８】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、天板１３で発生した雨水等の排水と、ドレン
パン１５に溜まる熱交換器のドレン水等を分別して排水することができる。つまり、発生
場所、時間または、発生理由の異なる排水を分別して流すことができる。そのため、排水
の再利用や、異なる処理を容易に行うことができる。たとえば、雨水は単に垂れ流し、ド
レン水は、タンクに貯留して、適宜、タンクを取り外して別の場所に捨てに行く、などの
処理をすることができる。このような処理を実行することによるメリットは次のとおりで
ある。雨天時は周囲も濡れているから垂れ流しても外観上の周囲の美観を損ないにくい。
ドレン水は天候によらず発生するが、垂れ流さないような構成としていることで美観を損
なうことなく運転が可能である。
【００６９】
　（５－８）
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、冷房運転、または、暖房運転を切り換えて運
転可能である。
【００７０】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、冷房運転、または、暖房運転を切り換えて運
転可能であるため、長いシーズンの間利用可能である。
【００７１】
　また、本実施形態の屋外空気調和装置１００は、２つの熱交換器３、６のそれぞれに対
応したドレンパン１５、１７とそれを適切に排水することができる構成を有している。し
たがって、いずれの熱交換器３、６から凝縮水が発生した場合でもドレンパンに受取、排
水路に排水することができる。
【００７２】
　（６）変形例
　（６－１）変形例１Ａ
　第１実施形態においては、天板１３に特に傾斜面は設けていない。変形例１Ａでは、天
板１３の切欠き５７周辺に貯留水が集まるように傾斜面を設けている。他の構成は第１実
施形態と同様である。
【００７３】
　変形例１Ａの屋外空気調和装置は、天板１３に傾斜面を設けているために、天板１３上
の水が、切欠き５７周辺に集まりやすく、より円滑に排水することができる。
【００７４】
　（６－２）変形例１Ｂ
　変形例１Ｂにおいては、天板１３に、変形例１Ａと同様の傾斜面に加えて、切欠き５７
付近に水を誘導するための溝が設けられている。他の構成は第１実施形態と同様である。
【００７５】
　変形例１Ｂの屋外空気調和装置は、天板に傾斜面と溝を設けているために、天板１３上
の水が、切欠き周辺に集まりやすく、より円滑に排水することができる。
【００７６】
　（６－３）変形例１Ｃ
　第１実施形態では、天板１３上の水を排水路６１に誘導するために、天板１３の壁５６
に切欠き５７が設けられている。変形例１Ｃにおいては、切欠き５７の代わりに、天板１
３の底に穴が開けられている。この穴は、天板の端部で支柱１１ａ～１１ｃに組み込まれ
る部分であり、穴は、支柱１１ａ～１１ｃの排水路６１の上に配置されている。他の構成
は第１実施形態と同様である。
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【００７７】
　変形例１Ｃの屋外空気調和装置は、第１実施形態の屋外空気調和装置１００の天板１３
の切欠き５７の代わりに、穴を設けているので、天板１３上の水をその穴から排出するこ
とができる。第１実施形態と同様に、ケーシング１０の上から内部への水の流れ込みを抑
制することができる。
【００７８】
　（６－４）変形例１Ｄ
　第１実施形態では、支柱１１ａ～１１ｃの排水路６１を経由して、支柱１１ａ～１１ｃ
の下に、排水されていた。変形例１Ｄの屋外空気調和装置は、支柱の排水路に、さらにホ
ースが接続可能に構成されている。
【００７９】
　変形例１Ｄの屋外空気調和装置は、支柱１１ａ～１１ｃの排水路６１にホースを接続し
、屋外空気調和装置から離れたところなどユーザーが指定する場所に排水することが可能
である。
【００８０】
　以上、本開示の実施形態を説明したが、特許請求の範囲に記載された本開示の趣旨及び
範囲から逸脱することなく、形態や詳細の多様な変更が可能なことが理解されるであろう
。
【符号の説明】
【００８１】
１００　　　　　屋外空気調和装置
１　　　　　　　圧縮機
２　　　　　　　四方切換弁
３　　　　　　　利用側熱交換器
４　　　　　　　第２ファン
５　　　　　　　膨張弁
６　　　　　　　熱源側熱交換器
７　　　　　　　第１ファン
８　　　　　　　アキュムレーター
１０　　　　　　ケーシング
１１ａ～１１ｄ　支柱
１２　　　　　　底板
１３　　　　　　天板
１４、１６　　　中間板
１５、１７　　　ドレンパン
２５　　　　　　枠体
２９　　　　　　吹出し口
３１ａ～３１ｄ　吹出し口
５４、５７　　　切欠き
６１、６２　　　排水路
４０２　　　　　フラップ
【先行技術文献】
【特許文献】
【００８２】
【特許文献１】特開２００６－２４２５１０号公報
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